
取組み事例：株式会社東北銀行(2024年6月時点)

企業ロゴ等挿入

◼ 社名(商号) ： 株式会社東北銀行

◼ 本社所在地： 岩手県盛岡市内丸３番１号

◼ 事業エリア： 岩手県、青森県、秋田県、宮城県

◼ 公式HP   ： https://www.tohoku-bank.co.jp

・当行は、令和6年2月にリニューアブル・ジャパン株式会社との共同出資により、「とうぎんリニューアブル・エナジー株式会社」を設立しました。当社
は、再生可能エネルギー事業を営む他業銀行業高度化等会社（※１）となります。
・岩手県を中心とした当行の営業エリアは豊かな自然環境が広がっております。当社の目的は、この豊富な再生可能エネルギー資源を活用した再
生可能エネルギーの導入を促進し、新たな産業を興すことで地域経済の活性化と地域脱炭素化を推進し、持続可能な地域社会の発展に貢献
して行くことです。

※１ 銀行法第１６条の２第１項第１５号に規定された銀行の子会社です。

取組み事例：子会社設立による再生可能エネルギー事業への参入

東北銀行プレスリリース
https：//www.tohoku－
bank.co.jp/showimage/pdf?fil
eNo=1475

https://www.tohoku-bank.co.jp/


取組み事例：株式会社東北銀行(2024年6月時点)

取組み概要

•地域の脱炭素化を推進するため、自治体と協働で環境省の「脱炭素先行地域づくり事業」に共同提案者として参画し支援を行っております。
•現在、宮古市、紫波町の２事業に共同提案者として参画し、事業実現に向けた支援を行っております。

取組み事例：自治体と連携した地域の脱炭素化支援

第２回 脱炭素先行地域 –宮古市– 第３回 脱炭素先行地域 –紫波町–

広域合併したまちの脱炭素地域づくり
～宮古市版シュタットベルケから始まる地域内
経済の好循環の拡大を目指して～

みくまるっと脱炭素化モデル事業

東北銀行プレスリリース
宮古市 https://www.tohoku-bank.co.jp/corporate/eco/support/pdf/support_01.pdf
紫波町 https://www.tohoku-bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1348

https://www.tohoku-bank.co.jp/corporate/eco/support/pdf/support_01.pdf
https://www.tohoku-bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1348


取組み事例：株式会社東北銀行(2024年6月時点)

取組み概要

・脱炭素農業の推進による地域脱炭素化の推進と、J-クレジット創出による水稲農家の所得向上を目的に、株式会社フェイガーと提携し「水稲
の中干期間延長（※１）によるJ-クレジットの創出支援」を行っております。具体的には、当行から自治体や生産者へ情報提供や説明会を開
催し制度普及を支援しております。
・生産者にとっても新しい取組となることから、当行では生産者を株式会社フェイガーへ紹介するだけでなく、実際のクレジット申請に係る手続きのサ
ポートを行うことで、生産者が取組み易い取組を行っております。この取組により、今年度は当行がサポートする生産者から、最大で約12,000ｔ-
ＣＯ２のＪ-クレジット創出を見込んでおります。
・当行では、この取組により創出されたＪ-クレジットの購入を希望する企業も募集しており、J‐クレジットを介した地産地消の地域脱炭素化を推進
しております。

＜事業スキーム図＞

取組み事例：水稲の中干期間延長によるクレジット創出・販売支援

東北銀行プレスリリース
https://www.tohoku-
bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1399

https://www.tohoku-bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1399
https://www.tohoku-bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1399
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